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後半の 3章は，タウナギの地理的分布と DNA 分析による分類の再検討を行ない，（1）琉球列島のタ
ウナギは固有種であること，（2）九州と本州のタウナギは大陸のものと遺伝的差異がほぼなく，大陸
から移入されたものと考えられること，（3）東南アジアのタウナギは新種を含む複数種が含まれるこ
とを示した．外部形態からの分類が困難なタウナギ類での分子分類は極めて効果的であり，これらも
極めて新規性の高い発見である．この他奈良県に移植されて以降の分散過程，琉球列島のタウナギ固
有種の分布も調査している． 
以上のように，本研究はタウナギの繁殖生態および東アジアのタウナギ類の地理的分布と分類に関
して極めて新規性の高い発見をあげており，これらは魚類の繁殖生態と系統分類の研究に大きく貢献
する．よって博士（理学）の学位に値するものと審査した． 
